
旭ヶ丘児童センター　事業評価表
※事業分区分「1」…仕様書事業、「2」…自主事業(企画事業)

年度
評価

乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

① 乳幼児クラブ　　０歳

・エンジェルクラブ
月2回 10 16 215 0 0 219 434

・0歳児のクラブでは、母親同士の繋がりを大切
にし、子育てに対しての不安の軽減ができように
丁寧に接し話を聞いた。その結果後期には、倍
以上の参加となりお母さん同士の輪が広がり友
達作りに繋がった。環境の設定は大切なので29
年度も心がけていきたい。

② 乳幼児クラブ　　１歳

・ちびっこクラブ
月2回 10 16 234 0 0 209 443

・1歳児のクラブでは、親子遊びを大切にし、主活
動の前に親子で遊ぶ触れ合いの時間を設けた。
主活動は季節遊びを中心に楽しめる内容を設定
し、「１年を通して、我が子や他の子ども達の成
長を一緒に見ることが出来て楽しかった」という
アンケートの声が多く聞けた。

③ 乳幼児クラブ　　２歳

・なかよしクラブ
・キンダークラブ

月2回ずつ 10 32 499 0 0 365 864

・2歳児のクラブでは、友達との関わりを持てるよ
うな遊びを展開した。特にお買い物ごっこなどで
は、売る側と買う側にわかれ、言葉のやり取りが
できるよう工夫を凝らした。保護者からは、「友達
と関わりが持てることが出来るようになった」「恥
ずかしく、遊びに入れなかった子が、参加できる
ようになった。」と喜びの声が多々寄せられた。
29年度も、年齢に応じた関わりがもてる遊びを提
供する事でコミュニケーション能力を育てていき
たい。

64 948 0 0 793 1741
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④ 乳幼児　自主事業

・キッズ広場
・園児遊ぼう会
・幼児水あそび
・季節行事
・バランスボールでリフレッ
シュ
・読み聞かせ、トランポリン

月３，４回
程度

13 64 553 2 0 494 1049

・28年度は、就園児にも児童センター利用を促す
ため、園児対象事業に力をいれた。2ヶ月に1度
「園児遊ぼう会」を実施し、季節行事やおやつ作
りを行った。定期的に行うことで、口コミで参加者
も増え、保護者からは「園児対象の事業があり嬉
しい」と好評であった。一般来館利用の園児親子
利用者も増え来館増加に繋がった。

64 553 2 0 494 1049
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一輪車クラブ 月２～５回 32 0 389 0 28 417

子どもスタッフクラブ 月２回 17 1 113 0 3 117

リトルママクラブ 月1回 10 0 180 0 1 181

□□クラブ 0 0 0 0 0 0
②

ボランティア活動 年６回 6 3 19 0 2 24

・地域ボランティアの協力により、畑づくりや草取
りを一緒に行ったり、幼児室の玩具の整理をする
ことができた。幼児室は小学生のアイデアで玩具
が使いやすい環境になった。少人数だが、ボラン
ティアする心を地域の方と一緒に大切に育てて
いきたい。

65 4 701 0 34 739

2

③ 児童　自主事業

・読み聞かせ
・季節行事
・チャレンジ番付
・季節の制作
・一輪車クラブ交流会
・子どもスタッフまつり

月5回程度 13 105 103 1353 79 352 1887

・28年度は、食育に力を入れ、ジャガイモや夏野
菜、サツマイモを育て収穫し、食すまでを体験し
た。野菜ができるまでの工程を体験し、ジャガイ
モの花は薄紫色、ジャガイモは地面の中で育つ
等初めて発見できた子もいた。
29年度は親子で体験できるよう内容を工夫し、親
支援にも繋げていきたい。

105 103 1353 79 352 1887

・小学生クラブへの参加人数は、27年度と比べる
と減ったが、クラブに対する向上心が高く、子ども
スタッフと一輪車クラブ共に意欲的に取り組むこ
とが出来た。子どもスタッフは多容荘や保育園へ
訪問し、パネルシアターや歌を披露したことが、
子ども達の自信に繋がり、クラブ中に意見を交わ
すことが増えてきた。一輪車クラブの後期では、
地域のボランティアが毎回協力し、見守る大人の
目も増え安全面にも配慮することが出来た。29
年度も、地域交流を深め、協力体制を強化し、ク
ラブ活動を勧めていきたい。
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①

児童館まつり 年2回 1 2 64 112 57 104 337

・「感謝祭」と「やよいまつり」を実施した。どちらも
大勢の参加者があり盛り上がった。特に中学生
が主となる「感謝祭」でのお化け屋敷は大変好評
で、怖いながらも何度も参加していた。祭りを実
施するにあたり、地域のボランティアの協力が大
きな力となっている。普段から地域と交流を深め
る事で、児童館事業の多大な力となり、子ども達
にとって、安全・安心、そして喜びを提供できた。

② 移動児童館

・35区夏祭り・35区どんど焼き
・北栄小学校「楽しみな祭」
・希望ヶ丘工作教室

年４回 4 69 264 28 101 462

・地域や小学校の行事に参加することで、PRにも
なり、児童センターを知ってもらう良い機会となっ
た。区や学校のＰＴＡ役員の方との繋がりも強く
なり、児童館事業も勧めやすくなっている。

6 133 376 85 205 799

2

③ 地域・多世代　自主事業

・いもの苗植え、芋ほり
・地域社協共催事業
・公民館との交流
・イクメン事業「ファミリーデ
イキャンプ」

月2，3回程
度

14 65 103 349 44 155 651

・28年度はを地域と連携し新しく３つの事業を実
施できた。地域社協と連携を図り「お花見会」や、
地域の方が講師となり、「将棋を楽しもう」「けん
玉検定会」を実施するなど伝統的な遊びを充実
させた。その結果児童センターを利用していな
かった児童の利用も増え、児童の遊びの幅が広
がった。

1 65 103 349 44 155 651
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1

①

中高生ボランティア

夏休み
10月
12月
3月

3 13 10 0 3 128 5 136

・「児童館祭り」「夏の児童の事業」「大掃除」など
のボランティア活動を実施した。毎年ボランティア
の参加は多いが、28年度は27年度の2倍の参加
があり、ボランティアに対する意識が高まってき
た。

10 0 3 128 5 136

2

② 中高生　自主事業

・幼児との水遊び
・妊婦体験

夏休み
13 2 0 0 8 1 9

・新規事業で実施した「妊婦体験」や「幼児対象
の水遊び」に参加することで、命について改めて
考える良い機会となった。「お母さんの大変さを
知った」「自分自身の幼児期を振り返ることが出
来た」など親への感謝の気持ちにも繋がった。

2 0 0 8 1 9
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①

相談事業 月1回 12 12 3 0 0 6 9

・毎月１回相談日を設けて、子育てなどの相談に
応じてきた。普段利用する児童館の職員だから
こそ聞くことが出来る悩みもある。内容は、発達
に関しての相談が最も多く、発達の遅れがある
わけではないが、不安を抱いている母親が多い
ことが分かった。職員も母親に助言ができるよう
研修に参加し知識を得る機会を設けた。

② 講習・講演・他連携
・わんぱくまつり
・募金配分金事業
　「親子で楽しむ
　　ふれあい歌あそび」
　 「kajiiとあそぼう」
・ガサガサ探検
・支援児遊びの広場

年5回
2 5 155 67 11 189 422

・ボーイスカウト、青少年まちづくり市民会議、放
課後学童デイサービス、社協児童館・児童セン
ター合同事業を行った。他団体との連携でさらに
子育て支援を推進していく。また、「支援児遊び
の広場」は年に2回実施し、レクリェーションや五
平餅作りを通して、健常児との交流も持てるよう
にしている。

② 母親クラブ
・エンジョイマミー 11月

2月 2 23 0 0 24 47
・母親クラブの前進となる「エンジョイマミー」を後
期に2回実施した。29年度は母親クラブに発展す
るよう、毎月実施し支援していく。

19 181 67 11 219 478

2

③ 子育て自主事業

・なないろ広場

年８回 13 8 25 3 0 25 53

・子育てをする中で、育てにくさを感じている母親
に対し、少人数で活動できる「なないろ広場」を発
達支援センターと共催し進めてきた。少人数で行
うことで、個々の特性に丁寧な対応ができ、保護
者にも助言をすることができた。保健センターか
ら「なないろ広場」へ紹介されることも増えてき
た。29年度は、保健センターと更に連携を図り、
親子支援に重点をおき「なないろ広場」を定着さ
せていく。

8 25 3 0 25 53
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